
 

 

                                       

 

 

     

           

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京都北区立滝野川小学校 

Takinogawa Elementary School 

〒114-0024 東京都北区西ヶ原１－１８－１０ 

TEL  03-3910-3703（職 員 室） 

     03-3910-4760（事 務 室） 

     03-3910-5619（特別支援学級） 

     03-3910-0891（情緒等巡回学級） 

FAX  03-5567-4519（職 員 室） 

     URL  http://www.kita-tky.ed.jp/˜es34/  

E-mail  takinogawa-syo@city.kita.lg.jp 
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■■沿革の概要
明治２３年１０月１８日 開校式 ２階木造 ４教室 職員３名

２５年 初代校長 相沢栄二郎就任
３４年 ４教室 計１２教室

児童数 尋常２７２名 高等１０２名 計３７４名
田端分教場設置（明治４２年滝野川第一小学校独立）
滝野川分教場設置（明治４２年滝野川第二小学校独立）

大正 ３年 ２代校長 山崎菊次郎就任
４年 教員１９名 飛鳥山分校設置（大正６年滝野川第三小学校独立）

１４年 滝野川第五小学校創立により児童分割
昭和 ３年 滝野川第七小学校創立により児童分割

５年 滝野川第八小学校（現在の西ヶ原小学校）創立により児童分割
１０年 滝野川東高等小学校（現在の田端中学校）創立により児童分割
１２年 ３代校長 江口茂吉就任
１４年 滝野川西高等小学校創立により児童を移し、高等科を廃止

校名を滝野川尋常小学校と変更 創立５０周年記念式典を挙行
１６年 国民学校令により滝野川国民学校と校名を変更
１８年 プール新設
１９年 集団疎開学園開設
２０年 同学園廃止に伴い引き上げ １８学級を編制
２２年 東京都北区立滝野川小学校と校名変更
２３年 ４代校長 堀口雅治就任
２４年 創立６０周年記念式典挙行
２８年 校歌制定（作詞 栗山 博 作曲 井上武士）
２９年 滝野川第七小学校再設置により児童分割
３１年 ５代校長 榎本弥四郎就任
３４年 創立７０周年記念式典挙行
３５年 特殊学級（現特別支援学級）開設
３６年 ６代校長 加藤八左衛門就任
４１年 鉄筋４階校舎（１１教室）落成
４２年 鉄筋４階校舎（９教室・調理場）落成
４３年 鉄筋４階普通教室７教室 特殊２教室 玄関１落成
４４年 ７代校長 田口春雄就任

屋内体育館落成 創立８０周年記念式典挙行 校舎落成記念式典挙行
４７年 校庭植樹・正門・通用門・花壇設置・校庭舗装・体育館渡り廊下屋根完成
４９年 ８代校長 仁保喜内就任
５２年 ９代校長 市川卓蔵就任
５３年 新校舎落成記念式典挙行（普通教室８教室・特別教室６教室・給食調理室）
５４年 創立９０周年記念式典挙行
５５年 １０代校長 大塚茂雄就任
５７年 東京都健康努力学校受賞（東京都教育委員会）・東京都保健優良校受賞（東京都学校保健会）
５８年 １１代校長 広瀬英二就任
５９年 全日本健康優良学校表彰会より健康優良校全国優秀校受賞
６１年 １２代校長 中島敬太郎就任

平成 ２年 １３代校長 金子達英就任 創立１００周年記念式典挙行
５年 １４代校長 谷田部壽雄就任
６年 全日本よい歯の学校・東京都よい歯の学校受賞
８年 １５代校長 大崎美代子就任

外国語図書読み聞かせ事業実施
９年 ＮＩＥ研究授業・研究協議会会場校

１０年 校庭改修工事・パソコン室新設・コンピュータ（２０台）
１１年 １６代校長 家田晴行就任
１２年 創立１１０周年記念式典挙行
１３年 全日本学校歯科保健優良校受賞
１４年 東京都教育委員会職員表彰学校受賞
１６年 １７代校長 林 四郎就任

校舎・体育館耐震補強工事・ひろびろルーム完成
１７年 東京都小学校理科教育研究会研究発表会場校 滝野川寺子屋開設
１８年 二学期制導入 放課後ひろば開設
２０年 滝野川学級（情緒等通級学級）開級

普通教室・図書室等 エアコン設置工事
２２年 全国小学校理科研究大会東京大会・北区教育委員会研究協力校

研究発表会
創立１２０周年記念式典挙行

２３年 北区教育委員会研究協力校「理科・生活科」（２２～２３年度）研究発表会
屋上緑地化工事

２４年 東京都教育委員会職員表彰学校受賞
２５年 １８代校長 関口修司就任
２６年 図工室エアコン設置工事 理科室机入替工事 校舎外壁塗装工事
２６年 東京都小学校新聞教育研究会研究大会会場校
２７年 北区教育委員会研究協力校「自ら問題を見付け、共に学び合って解決する児童の育成」

－ＮＩＥの日常化と教材開発を通してー（全教科・領域）研究発表会
文部科学省教育課程特例校「海育科」（～2９年度）
壁面緑化

２８年 １９代校長 大瀧浩之就任

放課後子ども総合プラン「わくわく滝野川ひろば」開設
２９年 北区教育委員会研究指定校 文部科学省教育課程特例校「海育科」

研究発表会（王子桜中・東十条小）
３０年 谷村基金による和太鼓購入

令和 元年 リフレッシュ工事１期着工（体育館空調設備、教室・トイレ改修）
２年 リフレッシュ工事２期着工（体育館照明設備、教室・校庭改修）

創立１３０周年記念式典挙行
３年 青少年赤十字加盟 写真提供（株）フォトスタッフ



■■滝野川小学校の目指す学校像

教育目標

元気で 仲良く 根気よく
心身ともに健康で、 きまりを守り、 よく考え、
情操豊かな子ども 互いに助け合う子ども 最後までやりぬく子ども

子 ど も を 愛 す る 学 校

（１）互いを尊重し、挨拶が響きわたる美しい学校
・「挨拶は、私が先に、誰にでも」
・生活ルールを徹底し、誰もが尊重され、不登校を０を目指す
・人権意識を醸成し、いじめ・体罰を根絶する
・道徳授業を充実させるとともに、日常的な道徳的実践力を

育成する
・清掃が行き届き、物品が整理整頓された生活環境を確立する

（２）真剣に学ぶ姿があふれる学校
・学習規律の定着による、学ぶ姿勢を育成する
・基礎・基本の定着のために、充実した授業を確立する
・T.T.の理念を生かし、個に応じた指導を徹底する
・ＮＩＥを日常化し、学ぶ力の向上を目指す
・通常学級と特別支援学級との交流を進める
・地域と地域の人材ソースを生かし、多様な学習を推進する
・家庭と連携し、家庭での学習習慣を定着させる

（３）健康・体力づくりへチャレンジする学校
・運動習慣を確立し、体を動かす喜びを味わわせる
・体育授業と日常の体育的活動を充実させる
・保健指導と食育指導を推進し、健康への関心を高める
・オリンピック・パラリンピックレガシーの定着を図り、健

康な心と体を育成する
・文化、芸術における専門家との連携により、伝統文化学習

を推進する

（４）透明性のある開かれた学校
・学校経営方針や学校評価を公開し、説明責任を果たす
・学校行事や学校公開により、教育実践への理解を促す
・ホームページや配信メール充実させ、教育情報を発信する
・不審者対応、災害対応を充実させ、児童の安全を守る
・家庭、地域、「わくわく滝野川ひろば」との連携に努める

■■今年度の重点目標

ＮＩＥを活用した、児童の問題解決能力の育成
令和４・５年度「北区研究協力校」を契機に、校内研究の充実を図る

環境の整備 「NIEたいむ」の充実 研究授業の充実

・児童の身近に新聞を ・短時間を継続的に ・新聞活用と問題解決学習
・新聞に触れ、新聞に ・学年に合わせた活動 ・各学年の教材開発

親しむ



■■滝野川小学校の研究

児童の実態 本校の教育目標 社会の要請

・学習に対する意欲は高く、 これからの社会では、児童が基礎的
課題をやり遂げようという な知識・技能を確実に習得し、それら
意識が強い。 を活用して、自ら考え判断し表現する

・生活や学習で見付けた新し こと、また、現代社会の様々な問題に
い問題に対して、既習事項 積極的に取り組み解決する力を育むこ
や生活体験から、自分なり とが求められている。
の 考えをもって、問題を そのためには、事実を正確に認識し、
解決しようとする姿が見ら 自分の知識や経験と結び付けて、多様
れるが、まだ十分とは言え な観点から総合的に考えをまとめるこ
ない。 とが必要である。また、集団の中でお

・友達の考えを聞いて自分の 互いの考えを伝え合い、違いを認め合
考えを深めたり、考えを友 うことを通して、自らの考えを発展さ
達に正確に伝える力は、ま せていく力の育成が必要である。
だ十分とは言えない。

目
研 究 主 題

指

自ら問題を見付け、共に学び合って解決する児童の育成自ら問題を見付け、共に学び合って解決する児童の育成

目 指 す 児 童 像

低 学 年 中 学 年 高 学 年 特別支援学級

・問題を見付けようと ・問題を見付け、解決し ・問題を見付け、すすん ・見通しをもって取り組
する児童 ようとする児童 で解決しようとする もうとする児童

・自分の考えをもてる ・自分の考えを伝えられ 児童 ・自分の思いをもてる児
児童 る児童 ・自分の考えを分かりや 童

・互いの思いを受け止 ・互いの考えを認め合い すく表現できる児童 ・友達の話を聞いて、考
められる児童 学び合える児童 ・友達と関わりながら、 えられる児童

考えを深められる児童
・新聞とつながり、 ・新聞を通して、友達と ・新聞を通して、自分と ・新聞とつながり、新聞

新聞を楽しむ児童 つながる児童 向き合い、社会とつな で遊んだり学んだりす
がる児童 る児童

研 究 副 主 題

「NＩＥの日常化と教材開発を通して」「NＩＥの日常化と教材開発を通して」

研 究 の 仮 説

児童の思いや考えを交流し、問題解決の過程を効果的に進めながら、ＮＩＥ

の日常化と教材開発を行えば、思考力・判断力・表現力が身に付き、関わり合

って主体的に学ぶことができる児童が育つであろう。

指 導 の 手 だ て
① 問題解決型の学習の全教科・領域での実践 【問題解決の学習過程】

② 自ら課題に関わり、互いに学び合える場の 問題（つかむ）
設定と工夫 ↓

解決活動
③ 新聞にふれる時間の確保 個人・小集団・全体

↓

④ ＮＩＥを視点に入れたカリキュラム作り 結論（まとめる）
・新聞活用学習（新聞で学ぶ） ↓

・新聞制作学習（新聞に学ぶ） 活用・発展
・新聞機能学習（新聞を学ぶ）

元気で
・心身ともに健康で

情操豊かな子ども

仲良く
・きまりを守り

互いに助け合う子ども

根気よく
・よく考え

最後までやりぬく子ども



■■学校職員および児童数（令和４年６月１日現在）

№ 担 当 氏 名 児 童 数
１ 校 長 大 瀧 浩 之 （令和４年６月1日現在）

２ 副 校 長 栗 原 愛 子 男 子 女 子 計
３ １ 年 １ 組 岡 朱 音 14 19 33
４ １ 年 ２ 組 宮 下 宏 美 14 42 19 57 33 99
５ １ 年 ３ 組 久 田 裕 美 14 19 33
６ ２ 年 １ 組 砂 川 恵 子 14 17 31
７ ２ 年 ２ 組 張 嘉 芳 16 46 15 46 31 92
８ ２ 年 ３ 組 鴫 原 慧 菜 16 14 30
９ ３年１組（主幹） 古 川 基 12 13 25
10 ３ 年 ２ 組 日 高 泰 人 11 34 14 41 25 75
11 ３ 年 ３ 組 中 村 優 里 11 14 25
12 ４年１組（主幹） 高草木 輝 子 19 9 28
13 ４ 年 ２ 組 草 野 恵 子 16 52 12 33 28 85
14 ４ 年 ３ 組 川 崎 郷 師 17 12 29
15 ５ 年 １ 組 岩 田 健太郎 17 34 17 34 34 68
16 ５ 年 ２ 組 佐 藤 歩 17 17 34
17 ６ 年 １ 組 峰 岸 優 子 14 13 27
18 ６ 年 ２ 組 篠 田 茜 14 43 14 40 28 83
19 ６ 年 ３ 組 浦 野 煕 15 13 28
20 ４ 組 熊 谷 健 太 18 6 24
21 ４ 組 髙 山 信 義 269 257 526
22 ４ 組 小 林 亮 子
23 ４ 組 長 友 裕 太
24 滝 野 川 学 級 山 﨑 章 義
25 滝 野 川 学 級 上 口 絵里奈
26 滝 野 川 学 級 岡 部 恵
27 滝 野 川 学 級 鈴 木 里 菜
28 滝 野 川 学 級 兒 嶋 圭 子
29 音 楽 大 川 敦 子
30 図 工 髙 野 健 司
31 算数少人数指導 清 水 希
32 家 庭 山 田 詩 織
33 養 護 井 上 有 紗
34 事 務 主 任 長谷川 直 子
35 栄 養 士 戸 塚 希 美
36 特 別 支 援 教 室 専 門 員 水 落 可奈子
37 Ａ Ｌ Ｔ リチャード・カルメン
38 時 間 講 師 渥 美 惠 子
39 時 間 講 師 栗 原 陽 子
40 ４組交流講師 添 野 恵里子
41 ４組交流講師 河 合 隆 子
42 ４組交流講師 加 藤 尚 代
43 学力パワーアップ講師 並 木 裕 子
44 学力パワーアップ講師 服 部 晶 代
45 学力パワーアップ講師 神 田 治 子
46 学 級 経 営 支 援 員 堀 明 浩
47 スクールカウンセラー 小 林 友 也
48 スクールカウンセラー 島 袋 史 奈
49 理 科 支 援 員 瀬 田 和 明
50 図 書 館 司 書 髙 松 利 恵
51 事 務 補 助 本 田 春 美
52 教 員 補 助 関 口 信 行
53 児童交通指導員 古 橋 勘 一
54 児童交通指導員 礒 部 聖 史
55 児童交通指導員 布 施 民 江
56 児童交通指導員 笹 崎 邦 治
57 児童交通指導員(病休) 熊 田 実
58 育 休 福 田 陽 子
59 育休(滝野川学級) 山 田 笑
60 病 休 田 中 勇 気

■■給食委託調理業者
(株)レクトン

■■学校医・薬剤師

担 当 氏 名

内 科 青 木 薫

歯 科 箕 浦 孝 昭

眼 科 神 立 敦

耳 鼻 科 栗 山 純 一

薬 剤 師 谷 川 和 子

■■ＰＴＡ役員
担 当 氏 名

会 長 橋 本 修 一

副 会 長 山 口 智 治

〃 荻 原 悟 子

〃 平 川 由 佳

〃(Ｔ) 栗 原 愛 子

書 記 三 島 里 絵

〃 田 中 千 陽

〃(Ｔ) 岡 朱 音

〃(Ｔ) 井 上 有 紗

会 計 金 子 玲 子

〃 金 沢 景 子

〃(Ｔ) 戸 塚 希 美

〃(Ｔ) 鴫 原 慧 菜

会計監査 一 戸 信 子

〃 中 野 優

〃(Ｔ) 長谷川 直 子

■教務主任 古川 基

■ 生活指導主任 高 草木 輝 子

■ 保健主任 井 上 有 紗

■ 研究主任 日 高 泰 人

■ 特活主任 鴫 原 慧 菜

■ 道徳主任 宮 下 宏 美

■ 図書主任 砂 川 恵 子

■ 特支学級主任 熊 谷 健 太

■ 情緒学級主任 山﨑 章義

■特別支援教育コーディネーター

峰岸 優子

■■用務委託業者
(株)セイコー

■■スクール・コーディネーター

№ 氏 名

１ 湊 恵理子

２ 梁 川 真 澄

３ 松 原 望

■■学校評議員

№ 氏 名

１ 所 澤 潤

２ 猪 鼻 喜久雄

３ 石 川 千 世

４ 小山田 美江子

５ 湊 恵理子

６ 冨 岡 昇 平

７ 橋 本 修 一

■■校庭開放指導員

№ 氏 名

１ 瀬 尾 八 郎

２ 堤 弘



■■校舎平面図 ■■主な年間行事

始業式 入学式

定期健康診断 対面式

１年生を迎える会

区・基礎基本調査（２～６年）、

国・学力調査(６年)

写生会（4・5・6年）

消防写生会（2年、4組）

個人面談

特別支援学級合同歓迎会

交通安全教室（1･2年）

離任式

都・学力調査（６年）

運動会

体力テスト

音楽鑑賞教室（6年)

プール開き

歯みがき指導（4年）

セーフティ教室

北区学校ファミリーの日

都・学力調査（4・５年）

岩井自然体験教室（５年）

児童引き渡し訓練

那須移動教室（4年）

オリエンテーリング集会

夏季休業日（始）

夏季水泳指導 個人面談

日光高原学園（6年）

夏季休業日（終）

プール納め

学校保健委員会

写生会（1･2･3年4組）

北区学校ファミリーの日

一学期終業式

秋季休業日

二学期始業式

スクールコンサート

４組合同宿泊学習

開校記念日（18日）

就学時健康診断

道徳授業地区公開講座

音楽会

個人面談

冬季休業日（始）

冬季休業日（終）

書き初め

北区学校ファミリーの日

新１年保護者会

お別れ給食会

6年生を送る会

卒業を祝う会

修了式

卒業式

春季休業日（始）

１．所在地 東京都北区西ヶ原１－１８－１０
北緯３５度４４分 東経１３９度４５分（屋上東階段屋根上）

２．面 積 ①校地面積 ７，５２２．６１㎡

②延べ床面積 ６，６６４．６０㎡

４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

３月


